
　
今
回
の
ト
バ
ゴ
ト
コ
ラ
ム
は「
高

齢
者
と
デ
ジ
タ
ル
」
の
お
話
で

す
。
最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
予
約
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
ネ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
な
ど
、
ま
ち
の
中
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
左
の
写
真
は
、

７
月
に
実
施
さ
れ
た
「
オ
ン
ラ
イ

ン
ふ
る
さ
と
便
り
」
と
い
う
企
画

の
様
子
で
、
鳥
羽
の
高
齢
者
施
設

と
答
志
島
が
オ
ン
ラ
イ
ン
（
デ
ジ

タ
ル
）
上
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
か
た
は
施
設
の
中
か
ら

島
の
名
所
を
巡
り
、
そ
の
様
子
を

眺
め
な
が
ら
事
前
に
運
ば
れ
た
現

地
の
食
材
（
豆
腐
）
を
味
わ
う
体

験
を
し
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
も
、
懐
か

し
い
場
所
や
人
が
映

る
た
び
に
、
答
志
島

出
身
者
が
テ
レ
ビ
画

面
へ
手
を
振
り
、
声

を
掛
け
る
姿
は
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

そ
れ
ら
の
場
面
で
は
、

高
齢
者
が
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
わ
け

で
も
、
馴
染
め
て
い
な
い
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が

高
齢
者
の
活
力
を
生
み
出
す
ス

イ
ッ
チ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
「
デ
ジ
タ
ル
」

技
術
は
距
離
や
移
動
面
な
ど
の
課

題
を
い
と
も
簡
単
に
乗
り
越
え
て

い
き
ま
す
。
高
齢
者
が
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
で
生
じ
る
心
身
の
変
化

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
実
は
と
て

も
相
性
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
高
齢
福
祉
分
野
で
も
積
極
的

に
、
そ
し
て
わ
か
り
や
す
い
手
段

で
デ
ジ
タ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
の
高
齢
者
を
支
え

て
い
く
画
期
的
な
方
法
（
味
方
）

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ト
バ
ゴ
ト

トバゴトQRコード

健
康
福
祉
課
長
寿
介
護
係

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

杉
浦
徹
）  
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デ
ジ
タ
ル
は
高
齢
者
の
味
方

キ
ー
ワ
ー
ド

オンラインふるさと便りの様子

鳥羽市の GIGA スクール整備鳥羽市の GIGA スクール整備
　一気に時代が動きました。令和元年12 月に、文部科学省が「一人１
台パソコンと校内ネットワークの環境整備」（GIGAスクール構想）を前
倒しにする通達を出したのです。しかも、その整備期間は、わずか１年。
　鳥羽市は、アップル社のiPadを1,100台購入（１台45,000
円）。また、教室でアクセスが集中してもストレスがないように
高速・大容量のWi-Fi 環境整備も行いました。
　結果的には、県内最速の令和３年１月時点でGIGAスクー
ル環境が整い、鳥羽市の全ての小中学校で、タブレットを片
手に授業ができるようになりました。

何が変わるのか？何をめざすのか？ 何が変わるのか？何をめざすのか？ 
　「個別最適で協働的な学び※１」をめざして、これまでの黒板と
チョークが主流だった授業に、デジタル化の大波が押し寄せます。
◆	手元のタブレットで情報収集や意見交流ができる
◆	児童・生徒の解答をAIが蓄積・分析する
◆	個人の課題に向けて、個人のペースで学習が進む
◆	台風や感染症による臨時休校時も自宅で授業
◆	リモートによって学校間交流や遠隔授業ができる
◆	紙ベースのプリント類が減る
◆	教科書のデジタル化で、重い教科書の持ち運びが軽減
などの利点が考えられます。
　しかし、これまで通り本を読むことや鉛筆で紙に書くこと
の大切さも見直されています。タブレットは、あくまでも「文
房具」です。タブレットの使用そのものが目的ではなく、それ

を使って何を、いかに効率的に学びを深めるかが重要です。

見えてきた課題見えてきた課題　
〇先生の指導スキルや一括管理技術の課題
　�教員も教委もタブレットをどう管理し、どう使うか

を一生懸命研修中です。鳥羽商船高専さんや外部業
者にもサポートをお願いしながら進めています。
〇各家庭のWi-Fi 環境整備
　�鳥羽市では、97％のご家庭にWi-Fi 環境がありました
が、未整備のご家庭には、当面、モバイルルーターを貸
し出して対応しました。今後も引き続き、全てのご家庭
にWi-Fiの整備をお願いしていくことになります。
〇予算的にも持続可能なGIGAスクールへ
　�今回のGIGA スクール構想には、国からの３分の２の補助
金がありましたが、先生用のパソコンや大型モニター、ドリ
ルアプリなどは、市単独の予算や各種団体からの寄付、一
部保護者負担となりました。数年後には買い替える必要も
出てきます。今後、考え方や財政状況によって、自治体間の
格差が生じる懸念が残ります。
〇情報モラルの育成
　�子どもたちを有害な情報から守るだけでなく、「情報発
信者のモラル低下」も社会問題化しています。タブレット
を子どもたちに持たせることは危険と隣り合わせで、「諸

もろ

刃
は

の剣」だと意識しなくてはなりません。
　子どもたちと一緒になって考えていきたい課題です。

（教育長　小竹　篤）

※１「個別最適な学びと※１「個別最適な学びと
協働的な学び」協働的な学び」

一人１台タブレットで学習環境が大きく変わる！
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